
１．はじめに～研究の経過
（１）ビブリオバトルについて

ビブリオバトルとは、他者にすすめたい１
冊を持ち寄り、本の魅力を紹介し合う知的書
評ゲームである。谷口忠大が大学の研究室で
の実践から発案したもので、今では学校や図
書館など様々な場所で幅広く実践されるよう
になった。

筆者は、アクティブラーニングを研究する
中で、そのひとつの実践方法としてビブリオ
バトルに着目し、いくつかの授業で取り入れ
ながら「学校の授業」における実践の可能性
について探ってきた。

（２）アクティブラーニングとの親和性
ビブリオバトルのキャッチコピーは「人を

通して本を知る、本を通して人を知る」であ
る。「本を紹介する」プロセスの中で「発表
者の人となり、個性、知識、背景」などが自
然とにじみ出る。そして、それをコミュニテ
ィ内で共有していく機能がある。谷口は、「ビ
ブリオバトルが作る場はちょっとした雰囲気
に包まれながらも、お互いが自分の内側をさ

らけ出すような、独特の雰囲気を持つ」1）と
述べている。

アクティブラーニングは、「主体的・対話
的な深い学び」とされる。ビブリオバトルは、

「他者と相互作用しながら主体的に活動し学
んでいく」というプロセスが自然と表出され、
その点において、アクティブラーニング的な
学びにつながると考えている。同時に、ビブ
リオバトルは「遊び」の要素を持つため、魅
力的な「遊び」として成立する。「遊び」は、
自己充足的行為であり、主体的な行為である。
その点においても、学習者の主体性が発揮さ
れる場となる得るのである２）。そのため、ビ
ブリオバトルは、「学校」というフォーマル
な場を、インフォーマルな雰囲気に変えてい
く力を持つ。この点は、授業者がアクティ
ブラーニングを実践していくときに直面する

「学習者個々の内面への配慮」という困難性
を乗り越えられる要素をも持っていると考え
ている３）。

（３）学校教育で実践するときの留意点
しかし、学校教育においてビブリオバトル
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を実践するとき、その目的によっては、ビブ
リオバトルの本来の目的と異なってしまう恐
れがある４）。ビブリオバトルの目的を「生徒
がもっと本を読むようになること」や「生徒
が本の内容を上手く表現できるようになるこ
と」とすると、ビブリオバトルに関する誤解
につながると指摘されている５）。アクティブ
ラーニングの教育方法は、「遊び」や「偶然
性」という要素から開発された手法が多い。
このような活動を、「目的的な行為」である
学校の授業の中で行うためには、「遊び」の

「自己充足的行為」の要素を損なわないため
の工夫や配慮が必要となる。そこで、筆者は
ビブリオバトルの本来のおもしろさを活かし
ながら、学習者のアクティブラーニングへと
つなげていくための実践と検討を行ってきた。

（４）ビブリオバトルの機能
ビブリオバトルの機能として、谷口は「１．

書籍情報共有機能、２．スピーチ能力向上機
能、３．良書探索機能、４．コミュニティ開
発機能」をあげている６）。また、須藤は「イ
ンフォーマルコミュニケーション機能（書籍
がとりもつ人との出会い）」のなかに、「１．
コミュニケーションの場、２．自己表現、３．
自己表現のための仕掛け、４．ビブリオバト
ルを通したメディア・ビオトープの形成」な
どをあげている７）。

以上を参考にしながら、筆者は授業実践を
もとに、ビブリオバトルの機能を以下の６項
目に整理した８）。

①本を知る＝書籍情報共有機能・良書探索機能
１．色々なジャンルの本をたくさん詳しく知

ることができる。
２．自分が紹介する本への理解が深まる。
３．他者の発表によって、知っている本でも

もう一度読みたくなる。

②自己表現
１．自分が好きな本を知ってもらえることが

うれしい。
２．自分が好きな本のおもしろさを皆と共感

できる。

③他者理解（＝自己理解）
１．発表者の選んだ本や発表の仕方から、個

性、人柄が垣間見えるのがおもしろい。
２．発表者の選んだ本を知っていても、自分

と感じ方や価値観が違う部分を発見して
おもしろい。

④コミュニケーション
１．ビブリオバトルの後に、実際に紹介され

た本を読んでコミュニケーションでき、
友達との関係が良くなる。

２．発表だけでなく、質問して直接的なやり
とりができる。

⑤ゲーム性
１．時間内で発表することが楽しい。
２．投票するときのわくわく感。
３．年齢を問わず参加できる。

⑥プレゼンテーション
１．プレゼンの仕方によって、相手を引き込

むことができるので、工夫するのがおも
しろい。

２．プレゼンテーションの練習にもなる。

学生からの振り返りの記述からは、いずれ
の実践においても「①本を知る」おもしろさ
を感じる割合が最も多い。次いで「③他者理
解」、「⑥プレゼンテーション」、「②自己表
現」などと続く。ただし、各クラスの持つ雰
囲気によって差が見られる。また、「④コミ
ュニケーション」や「⑥ゲーム性」におも
しろさを感じる割合は比較的少ない。つまり、
自分が普段読まないようなジャンルの本を知
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ったり、他者理解につながったりしている点
で、ビブリオバトルの機能が確実に活かされ
ている。しかし、質問をしたり、ビブリオバ
トルの後に話をしたりするなどして、他者と
のより幅広いコミュニケーションにつながる
ことは、多くはない。また、純粋にゲームと
して楽しむに至らない場合も多い。

そこで、ビブリオバトルのゲーム性や遊び
の要素を損なわずに、他者との対話的な学び
へつなげていくためには、谷口の言う「コミ
ュニティ開発機能」が働くことが重要である
と考えた。

この点に関する先行研究としては、以下の
研究があげられる。

城野は、ビブリオバトルの先行研究等から、
相互作用を促進するビブリオバトルの可能性
を考察している９）。本来外部から見えない読
書の過程を他者との対話を通して外から見え
るようにすること＝読みの過程を外化するこ
とによって、相互作用がどのように促進する
のかを考察することは、探求に値する課題で
あると述べられている。

菅沼、岩﨑は「コミュニティ開発機能」に
関して、「ビブリオバトルを実際にしてみて、
あなたが実感した感想」を学生に記入して
もらうことで検証を試みている10）。その結果、
ビブリオバトルを通して学生の人間関係の構
築がなされたこと、つまり人間関係を構築す
るための効果的な手立ての一つとしてビブリ
オバトルをあげることができると述べられて
いる。

また、宮澤は『「簡便で短い時間でできる」
ビブリオバトルを「授業開き」の方法として
行うことは、生徒はもちろん、教師にとって
も多様な意義を持つ活動であり、クラスや学
年の読書コミュニティを形成する一助になる』
という展望をもとに実践を報告している11）。
授業後、クラスの中で生徒たちが本に関する
会話をしている様子から「ビブリオバトルが
読書コミュニティの形成に役立つ」という考

察をしている。
林は、ビブリオバトルの意義について「こ

れまで一人で読むという孤独な作業であった
ものが、バトラーが集まって発表し、ディス
カッションするという出会いの場とコミュ
ニケーションの機会となる」と述べており、

「構成的グループエンカウンターのエクササ
イズの一つとしても位置づけることができ
る」としている12）。また、問題点と改善点の
一つとして「出会いとコミュニケーションを
重視するなら、ディスカッションを２～３分
では短いので、５～10分くらいたっぷりとと
るようにしたい」として、参加者同士の「シ
ェアリングの時間を設けるなどの工夫が必
要」であると述べている。

以上の先行研究にもとづき、2019年度は
「コミュニティ開発機能」に着目して、継続
的な実践と検討を行った。

２．2019年度　実践報告①「国語表現法」
　　Ｓ保育福祉専門学校保育科
（１）実践の概要

保育科２年生の通年科目の授業である。選
択科目のため、2019年度の履修者は６名であ
った。そのうち５名は、東京都の職業訓練生
として入学した社会人学生である。総じて学
習意欲が高い学生たちであった。この授業に
おいて、ビブリオバトルを取り入れた。他の
教員にも観戦者やバトラーとして参加いただ
いた。実践回数と目的は、以下のとおりである。

①2019年６月６日（授業７回目）
・バトラー：学生６名＋教員１名＝７名
・観 戦 者：教員２名
・目　　的：ビブリオバトルを経験し、それ

を知ること。ビブリオバトルの
説明は、事前の授業で行ってい
る。
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②2019年８月１日（授業15回目）
・バトラー：学生５名＋教員１名＝６名
・観 戦 者：教員１名
・目　　的：実践後に「ビブリオバトルのお

もしろさがどこにあるか」につ
いて自由記述で書き、ビブリオ
バトルのおもしろさを客観的に
捉える。

③2020年１月９日（授業25回目）
・バトラー：学生４名＋教員１名＝５名
・観 戦 者：教員３名
・目　　的：ビブリオバトルの経験を重ねる。

④2020年１月19日（授業26、27回目）
ビブリオバトル交流会（越谷市民会館）

・バトラーとして学生３名が参加
・観戦者として学生１名が参加
・目　　的：地域で開催されるビブリオバト

ルに参加する。

（２）実践の分析
「どのような質問がコミュニケーション機

能につながっていくのか？」という視点から、
質問タイムに出された質問を分類し、以下の
ように整理した。

①本についての質問
１）本の内容に関する質問

当然ながら、本の内容に関する質問が一番
多い。たとえば、『犬と私の10の約束』（川口
晴著、文春文庫、2010年）を紹介したバトラ
ーに対しては、「10の約束とは何が書いてあ
るのですか？」という質問があった。それに
対して、バトラーは、本の内容に加えて自分
が「一番感動した部分」について話してい
る。また、『がちょうのペチューニア』（ロジ
ャー・ディポワザン著／まつおかきょうこ訳、
冨山房、1999年）を紹介したバトラーに対し
て、「なぜガチョウの首が長くなったのです

か？」という質問があった。それに対して、
バトラーは「直接的な理由は本に書かれてい
ない」と応え、バトラー自身の考えが述べら
れている。その後、“ガチョウ”について話
が広がっていく。このように、バトラーの視
点で本の内容が語られることによって、バト
ラーの人柄が垣間見られるのである。

２）作者に関する質問
「作者は誰ですか？」や「作者は何をして

いる人ですか？」といった質問で、作者を知
ることによって、より本の性格が明らかにな
る。たとえば、『自分を知る力』（高橋佳子、
三宝出版、2019年）を紹介したバトラーは、

「哲学を勉強している人。前職の社長が作者
のファンだったので」と応えており、バトラ
ーの本との出会いについても触れている。

②バトラーに対する質問
１）本との出会い方に関する質問

バトラーがその本を読むきっかけを問う質
問で、バトラーが紹介する本に意外性がある
ときによく出される質問である。たとえば、
前述の『犬と私の10の約束』を紹介したバト
ラーに対して「初めて読んだのはいつ？　き
っかけは？」という質問があった。それに対
して、バトラーは「中学２年の時、親と本屋
に行って」と応えている。

２）バトラーと本とのつながりに関する質問
古くから読み継がれているような本の場

合は、「何回読みましたか？」という質問が
多い。たとえば、『兎の眼』（灰谷健次郎著、
理論社刊、1980年）を紹介したバトラーは、

「たくさん読んだ」という応えに加えて、「そ
の作者にはまると、全部読みたくなる」と応
えている。
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３）バトラーの本に関する感想についての質問
（本を通してあなたはどう変わったか？）

「一番好きなシーンは？」、「好きな登場人
物は？」、「その本を読んで、あなたは変わり
ましたか？」といった質問である。特に、小
説や漫画本の場合、登場人物の「誰が好き
か？」によってバトラーの性格が伝わってく
る。また、バトラーのその本への対峙の仕方
がわかるのである。たとえば、『長いお別れ』

（中島京子、文春文庫、2018年）を紹介した
バトラーに対して、「泣くくらい感動します
か？」という質問があった。それに対して、
バトラーは「重さは感じない書き方をしてい
る。感情移入はするけど」と応えている。

③バトラー自身への質問
「作者の本で、何が一番好きですか？」、

「（実習等で）子どもに読むときには、どんな
ねらいで読みますか？」など、バトラー自
身への質問である。たとえば、『どうしたら
おもしろい人間になれますか？』（よしもと
クリエイティブカレッジ編、ワニブックス、
2011年）を紹介したバトラーに対して、「（バ
トラー）さんの手帳（ネタ帳）には、何が書
いてあるのですか？」という質問があった。
それに対して、バトラーは「毎日５コくらい
書いている。昔は大学ノートに書いていて積
んである」と応えている。

④質問者自身の感想
質問ではなく、質問者自身の感想が述べら

れる場合もある。「絵がかわいいですね」、「そ
の本は自分も読んだことがある。」といった
感想である。質問者の人柄も垣間見え、コミ
ュニケーションが生まれるきっかけにもなる。

（３）実践の考察
本の内容に関する質問でも、答えているバ

トラーが、本の内容を話しているうちに、一
番印象に残っている部分を話すようになる。

あるいは、本の内容から離れて自分の考えを
話すような場面も見られる。どの質問につい
ても、バトラーの人柄が垣間見える瞬間があ
る。バトラーとしては、その点に少し恥ず
かしさを感じながらも、「紹介したい本」を
媒介とすると「言えてしまう」のである。そ
れが、双方向性をより促進させていく。ビブ
リオバトルのキャッチコピー「人を通して本
を知る、本を通して人を知る」につながるよ
うな質疑応答が、双方向的な意味合いを持つ

「場」にさせていくのである。
谷口は、著書『賀茂川コミュニケーション

塾―ビブリオバトルから人工知能まで』13）に
おいて、登場人物の「教授」に、「人はビブ
リオバトルで本の紹介をする時、５割くらい
は本の内容について話すんだけど、３割くら
いは少なくとも自分自身について話すんだよ。
自然とね。」、「ビブリオバトルの場では自然
に『自分語り』が出てくるんだよ」と語らせ
ている。「本の紹介を通した自分語りと解釈
の表出」と表現されているが、この点がビブ
リオバトルの最大の特徴であり、かつアクテ
ィブラーニングの要素と重なる部分である。

ただし、この実践は国語表現法という「選
択科目」での授業においてである。科目履修
を希望する学生が集まり、学生が積極的・主
体的な姿勢で参加をした。ビブリオバトルが
終わっても、様々な話を雑談的にする姿が見
られ、ビブリオバトルの双方向性がより促進
されやすい環境が整っていたことの影響も大
きい。

３．2019年度　実践報告②
　　「保育者論」、「保育・教職実践演習」
　　Ｓ保育福祉専門学校保育科
（１）実践の概要

保育科２年生の後期科目である。必修科目
のため、2019年度の履修者は80名（２クラ
ス）である。前述した国語表現法の受講者も
含まれている。この授業においてビブリオバ
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トルを取り入れた。実践回数と目的は以下の
通りである。

①2019年12月11日（授業９回目）
グループでのビブリオバトルを行う。事前

の授業でビブリオバトルについての説明を行
っている。全員がビブリオバトルのバトラー
を経験し、それを知ることを目的とした。

②2019年12月18日（授業10回目）
クラスでのビブリオバトルを行う。前週で

のグループビブリオバトルでチャンプ本にな
ったバトラーが今回のバトラーとなり、クラ
ス内で行った。「ビブリオバトルのおもしろ
さ」を体感することを目的とした。

③2020年２月６日
学年全体のビブリオバトルを行う。教員が

オムニバスで授業を担当する「保育・教職実
践演習」の１コマにおいて実施した。クラス
ビブリオバトルでチャンプ本となったバトラ
ー３名、および希望者３名を募り、バトラー
６名で行った。観戦者は、バトラーも含めて
学生69名であった。

（２）学生へのアンケートの実施
通年、あるいは半期を通して、ビブリオバ

トルの経験の意味合いを明らかにするため、
学生へのアンケートを実施した。実施日は、
2020年２月６日「保育・教職実践演習」にお
ける学年全体のビブリオバトルの終了後、授
業に参加している学生69名に実施した（アン
ケート用紙は 資料 参照）14）。

アンケートの１．～３．は、ビブリオバト
ルの経験に関する質問である。

１．今年度、学校の授業等のビブリオバトル
に参加した経験

①バトラーとして参加
参加回数 0回 1回 2回 3回 4回 5回

人数 14人 　4人 　6人 　4人 　0人 　5人

０回と回答した学生は、グループでのビブ
リオバトルの授業を欠席している。グループ
でのビブリオバトルに参加した場合は、最低
でも１回はバトラーを経験することとなる。
５回と回答したのは、国語表現法を受講して
いる学生である。

②観戦者として参加（バトラーとして参加し
た回は含まない）

参加回数 0回 1回 2回 3回
人数 　3人 12人 51人 　2人

０回と回答した学生は、グループビブリオ
バトル、クラスビブリオバトル、学年ビブリ
オバトルの３回ともバトラーとして参加して
いる。２回と回答した学生の多くは、グルー
プビブリオバトルではバトラーを経験し、ク
ラスビブリオバトルと学年ビブリオバトルで
は観戦者として参加している。

２．専門学校入学前に、学校（小・中・高等
学校など）でビブリオバトルをした経験

経験 あり なし
人数 10人 59人

「経験あり」の内訳は、８人が小学校、中
学校、高校などの授業である。ほとんどは、
国語（現代国語）が多く、総合もあった。そ
の他、図書室等のイベントでの経験が２名で
ある。

３．学校以外の場所でビブリオバトルをした経験
経験 あり なし
人数 　0人 69人

学校以外の場でビブリオバトルを経験した
学生はいなかった。
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以上の結果から、ビブリオバトルの経験は
以下のとおりである。グループビブリオバト
ル、クラスビブリオバトル、学年ビブリオバ
トルの「３回」ほど経験した学生が一番多い。

「７回」は、国語表現法を受講している学生
である。
参加回数 1回 2回 3回 4回 5回 7回

人数 　1人 12人 46人 　4人 　1人 　5人

４．今年度ビブリオバトルを経験して
ビブリオバトルを経験しての自己変容を問

う質問である。質問項目①～⑮は、前述の
「ビブリオバトルの機能」をもとに作成して
いる。アンケートの質問項目と結果は、以下
の通りである。質問後にある【　】内は、質
問の元となっている「ビブリオバトルの機
能」である。また、「全員」は全員の集計結
果、「国語」は「国語表現法」の履修者のみ
を抽出した結果である。

①～⑮の問いに、以下の5件法で回答を記
入してもらった。
・そう思う（５）
・ややそう思う（４）
・どちらとも言えない（３）
・あまりそう思わない（２）
・そう思わない（１）

①以前は読んだことのないジャンルの本に興
味を持った。【①本を知る】

1 2 3 4 5
全員 　0人 　2人 　6人 20人 40人
国語 　1人 　2人 　2人

②ビブリオバトルに参加して、他者が紹介し
た本も読みたくなった。【①本を知る】

1 2 3 4 5
全員 　0人 　1人 　2人 17人 49人
国語 　2人 　3人

③ビブリオバトルを通して、自分が好きな本
のおもしろさをみんなと共有できると思う。

【②自己表現】
1 2 3 4 5

全員 　2人 　0人 12人 19人 36人
国語 　1人 　4人

④ビブリオバトルに参加して、バトラーの個
性や人柄が垣間見えた。【③他者理解】

1 2 3 4 5
全員 　0人 　0人 　9人 23人 37人
国語 　1人 　4人

⑤バトラーの本の紹介から、自分と感じ方や
価値観が違う部分を発見した。【③他者理解】

1 2 3 4 5
全員 　0人 　1人 14人 25人 29人
国語 　1人 　4人

⑥ビブリオバトルの後に、紹介された本につい
て友達と話をした。【④コミュニケーション】

1 2 3 4 5
全員 　7人 　3人 　9人 21人 29人
国語 　5人

⑦質問タイムで質問をしたことがあった。
【④コミュニケーション】

1 2 3 4 5
全員 32人 　4人 　6人 10人 17人
国語 　1人 　4人

⑧投票して開票される時、わくわく感を覚えた。
【⑤ゲーム性】

1 2 3 4 5
全員 　5人 　6人 16人 22人 20人
国語 　2人 　3人
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⑨ビブリオバトルは、年齢を問わず参加する
ことができると思う。【⑤ゲーム性】

1 2 3 4 5
全員 　3人 　1人 　6人 12人 46人
国語 　1人 　4人

⑩本を手にするとき、ビブリオバトルの参加
を意識するようになった。【⑤ゲーム性】

1 2 3 4 5
全員 21人 13人 15人 12人 　8人
国語 　2人 　3人

（以下は、バトラーを経験した人のみ回答）
⑪バトラーをやってみて、自分が紹介した本

への理解が前よりも深まった。【①本を知る】
1 2 3 4 5

全員 　1人 　3人 10人 18人 23人
国語 　1人 42人

⑫バトラーをやってみて、自分が好きな本を
他者に知ってもらえることに嬉しさを感じ
た。【②自己表現】

1 2 3 4 5
全員 　1人 　0人 13人 14人 27人
国語 　1人 　1人 　3人

⑬バトラーをやってみて、５分内で話をする
ことに楽しさを感じた。【⑤ゲーム性】

1 2 3 4 5
全員 　4人 　6人 20人 18人 　7人
国語 　4人 　1人

⑭バトラーをやるときに、観戦者を引き込む
工夫をした。【⑥プレゼンテーション】

1 2 3 4 5
全員 　3人 　5人 20人 15人 12人
国語 　1人 　2人 　2人

⑮バトラーをやってみて、人前でのプレゼン
テーションの練習になった。【⑥プレゼン
テーション】

1 2 3 4 5
全員 　1人 　0人 　4人 24人 25人
国語 　2人 　3人

５．今後、自分がビブリオバトルでバトラー
をするとしたら、どのようなビブリオバ
トルに参加したいか

63人の自由記述があり、詳細は以下の通り
である。
・絵本、または子ども向けの本でやりたい：

20人
・漫画指定でやりたい：６人
・その他のジャンル指定やりたい：12人
・親しい人とリラックスした雰囲気で緊張感

なく、少人数でやりたい：９人
・職場や保育者同士でやりたい：６人
・幅広い年齢、顔見知りではない人とやりた

い：３人

アンケートでは、６．ビブリオバトルを経
験しての感想も自由記述で回答を求めている
が、結果の詳細は割愛する。

（３）アンケート結果からの考察
　「４．今年度ビブリオバトルを経験して」
の質問において、【①本を知る】、【②自己表
現】、【③他者理解】に関する質問について
は、【そう思う】、【ややそう思う】が大多数
をしめる。しかし、【④コミュニケーション】、

【⑤ゲーム性】に関する質問については、「ど
ちらとも言えない」が多い。国語表現法を受
講している学生は、他の学生よりも多くビブ
リオバトルを経験しており、多く経験してい
るほど④も⑤も「そう思う」が多くなってい
る。④や⑤については、ある程度継続して実
践する中で、その面白さを体感するものであ
ることがわかる。
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４．おわりに～コミュニティ開発機能に着目して
「コミュニケーション開発機能」について、

谷口は「共有信念」（shared belief）を使っ
て説明している15）。本を通して「共有信念」
が増えることで、コミュニケーションが生ま
れる。そのため、ビブリオバトルを実施した
後に「共有信念」を使ってコミュニケーショ
ンをする場が必要になる。国語表現法の受講
生たちは、ビブリオバトルが終了した後も、
教室で盛り上がって話をしている姿があっ
た。学校という場でビブリオバトルを実施し、

「コミュニケーション開発機能」を機能させ
るためには、このような実施後の自由な語り
の場が必要である。それゆえ、「授業」とし
てビブリオバトルを実施する際には、その自
由な語りの場をどのように充実させるかを問
わなければならない。

本研究の実践や先行研究から考えられるこ
とは、学生自らがビブリオバトルのおもしろ
さを更に深く追求したり、新たなコミュニテ
ィ形成まで発展させたりするためには、シェ
アリングの時間を充分に確保することがひと
つのポイントであるということである。質疑
応答も含むシェアリングの時間が自然な自己
開示を促し、相互理解を促進させるのである。

３．で報告した学生アンケートにおいて、
自由記述には「人前で話すのが苦手」という
記述もあった。卒業間近の２年生で教育実習
と保育実習もすべて経験していても、「人前
で話すのが苦手」と書くのである。保育場面
での「人前」と、ビブリオバトルの「人前」
とでは、その違いもあるが、自由記述全体か
ら考えられることは、おそらく恥ずかしさも
伴って、自然に「自分語り」が出てこないの
ではないかということである。それは、自由
記述で「リラックスした雰囲気でやりたい」
との記述が多かったことからもうかがえる。

また、「ゲーム性」が十分に認識されてい
ないこともあるだろう。「学校の授業」とい
う場での緊張感や雰囲気も関係していると考

えられる。その点については、まずは、教員
が楽しんで実践している姿を見せるのがきっ
かけになるかもしれない。岡野は、「先生た
ち自身が楽しいビブリオバトルをやっていな
いから教育指導のようになってしまうのでは
ないか」、「指導するというよりも、もっと気
軽なものだというメッセージを生徒に伝える
必要がある。」と述べている16）。2019年度は
教員の有志が学校の文化祭でビブリオバトル
を行ったり、教員も授業に参加していただき
バトラーになっていただいたりした。このよ
うに教員が授業に参画し、学生と一緒にビブ
リオバトルを楽しむことも大切であろう。

遊びや偶然性という要素から出発し開発さ
れてきた教育手法には、他にワールド・カフ
ェやジグソー法などがある。いずれもリラッ
クスした雰囲気や、自然と自分の意見を表出
できる場を創出する要素を持っており、アク
ティブラーニング的な学びを生み出すもので
ある。ただし、ワールド・カフェやジグソー
法は、あるテーマをもとに問題解決や新しい
アイディアの創出のための手段であり、その
手段自体は主たる授業目的とはならない。一
方、ビブリオバトルの場合は、遊びと同様、
ビブリオバトルをすること自体を自己充足的
な行為と捉えていくことが必要である。

つまり、学校教育でビブリオバトルを効果
的に実践していくためには、谷口の言う４つ
の機能のうち「１．書籍情報共有機能、２．
スピーチ能力向上機能、３．良書探索機能」
だけを授業目的とすると、「遊び」の要素が
薄れてしまう。そして、アクティブラーニン
グ的な学びにつながりにくい。したがって

「４．コミュニティ開発機能」をも授業目的
にしていくことが大切である。これを保育者
養成のどの教科目に位置づけ、継続的に授業
を展開していけば良いのか、さらに検討を進
めたい。
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資料 

ビブリオバトル アンケート 

 

クラス： 学籍番号： 氏名： 

 

 

１．今年度、学校の授業等のビブリオバトルに参加した経験は？ 

・バトラーとして参加した場合（ ◎ ）を記入 

・観戦者として参加した場合（ ○ ）を記入 

・参加してない場合は、無記入 

 

＊『国語表現法』6/6（  ）・8/1（  ）・1/9（  ） 

＊ わらし祭教員有志11/16（  ） 

＊『保育者論』12/11（  ）・12/18（  ） 

＊ ビブリオバトル交流会＠越谷市民会館1/19（  ） 

＊『保育・教職実践演習』2/6（  ） 

 

→ バトラー（  ）回・観戦者（  ）回 

 

 

２．専門学校入学前に、学校（小・中・高等学校など）でビブリオバトルをした経験は？ 

  ○をつけてください。 

 

  ある・・・（いつ？ 何の授業で？：                                                     ） 

 

  ない 

 

 

３．学校以外の場所でビブリオバトルをした経験は？ 

  ○をつけてください。 

 

  ある・・・（いつ？ どこで？：                                                         ） 

 

  ない 

資料
ビブリオバトル　アンケート
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４．今年度、ビブリオバトルを経験して。 

   ・そう思う（５） ・ややそう思う（４） ・どちらとも言えない（３） 

・あまりそう思わない（２） ・そう思わない（１） 

 

①以前は読んだことのないジャンルの本に興味を持った。（  ） 

②ビブリオバトルに参加して、他者が紹介した本も読みたくなった。（  ） 

③ビブリオバトルを通して、自分が好きな本のおもしろさをみんなと共有できると思う。（  ） 

④ビブリオバトルに参加して、バトラーの個性や人柄が垣間見えた。（  ） 

⑤バトラーの本の紹介から、自分と感じ方や価値観が違う部分を発見した。（  ） 

⑥ビブリオバトルの後に、紹介された本について友達と話をした。（  ） 

⑦質問タイムで質問をしたことがあった。（  ） 

⑧投票して開票される時、わくわく感を覚えた。（  ） 

⑨ビブリオバトルは、年齢を問わず参加することができると思う。（  ） 

⑩本を手にするとき、ビブリオバトルの参加を意識するようになった。（  ） 

 

（以下は、バトラーを経験した人のみ回答してください） 

⑪バトラーをやってみて、自分が紹介した本への理解が前よりも深まった。（  ） 

⑫バトラーをやってみて、自分が好きな本を他者に知ってもらえることに嬉しさを感じた。（  ） 

⑬バトラーをやってみて、5分内で話をすることに楽しさを感じた。（  ） 

⑭バトラーをやるときに、観戦者を引き込む工夫をした。（  ） 

⑮バトラーをやってみて、人前でのプレゼンテーションの練習になった。（  ） 

 

５．今後、自分がビブリオバトルでバトラーをするとしたら、どのようなビブリオバトルに参加した

いですか。（いつ、どこで、どんなテーマで？） また、その理由は？ 

 

 

 

 

 

６．ビブリオバトルを経験しての感想を自由に書いてください。 
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